
(57)【要約】

【課題】剛性、耐磨耗性及び劈開性に優れるばかりでな

く、結合剤に堅固に固定することができる砥粒を提供す

る。また、この砥粒を用いた砥石であって、結合剤から

砥粒が脱落し難く、高能率研削に適した砥石を提供する

。

【解決手段】表面粗さがＲａ０．０１～０．０５μｍの

平滑面１１が表面積全体の少なくとも３０％を占め、表

面粗さがＲａ０．０６～０．２０μｍの粗面１２が表面

積全体の少なくとも３０％を占める砥粒１０。また、砥

粒１０が、ＣＢＮ（立方晶窒化ホウ素）により形成され

、表面粗さがＲａ０．０１～０．０５μｍの平滑面１１

が表面積全体の少なくとも３０％を占め、表面粗さがＲ

ａ０．０６～０２０μｍの粗面１２が表面積全体の少な

くとも３０％を占める砥粒１０であり、結合剤が、ビト

リファイドボンドである砥石。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ５ μ ｍ の 平 滑 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占
め 、
　 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ ６ ～ ０ ． ２ ０ μ ｍ の 粗 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め
る
こ と を 特 徴 と す る 砥 粒 。
【 請 求 項 ２ 】
　 砥 粒 が 、 Ｃ Ｂ Ｎ （ 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 ） に よ り 形 成 さ れ 、 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ １ ～ ０ ．
０ ５ μ ｍ の 平 滑 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め 、 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ ６ ～ ０
２ ０ μ ｍ の 粗 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め る 砥 粒 で あ り 、
　 結 合 剤 が 、 ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド で あ る
こ と を 特 徴 と す る 砥 石 。
【 請 求 項 ３ 】
　 Ｃ Ｂ Ｎ （ 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 ） に よ り 形 成 さ れ 、
　 ミ ラ ー 指 数 で 示 す （ １ ０ ０ ） 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め 、
　 ミ ラ ー 指 数 で 示 す （ １ １ １ ） 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め る
こ と を 特 徴 と す る 砥 粒 。
【 請 求 項 ４ 】
　 砥 粒 が 、 Ｃ Ｂ Ｎ （ 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 ） に よ り 形 成 さ れ 、 ミ ラ ー 指 数 で 示 す （ １ ０ ０ ） 面
が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め 、 ミ ラ ー 指 数 で 示 す （ １ １ １ ） 面 が 表 面 積 全 体 の
少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め る 砥 粒 で あ り 、
　 結 合 剤 が 、 ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド で あ る
こ と を 特 徴 と す る 砥 石 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 砥 粒 及 び 砥 石 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 円 筒 研 削 盤 等 の 研 削 盤 お い て は 、 砥 石 車 が 用 い ら れ る 。 こ こ で 、 砥 石 車 は 、 円 盤 状 に 形
成 さ れ る と 共 に 外 周 面 が 砥 石 に よ り 構 成 さ れ た も の で あ り 、 研 削 盤 の 砥 石 台 に 装 着 さ れ て
回 転 駆 動 さ れ 、 そ の 外 周 面 の 砥 石 に よ っ て 、 ワ ー ク の 外 周 面 等 の 研 削 対 象 面 に 研 削 加 工 を
施 す も の で あ る 。 そ し て 、 砥 石 車 の 砥 石 は 、 種 々 の 砥 粒 及 び 結 合 剤 を 用 い て 構 成 さ れ て い
る が 、 代 表 的 な も の に 、 Ｃ Ｂ Ｎ （ 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 ） に よ り 形 成 さ れ た 砥 粒 （ 以 下 、 「 Ｃ
Ｂ Ｎ 砥 粒 」 と 称 す る ） を 、 ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド を 結 合 剤 と し て 成 形 焼 成 し た も の を 例 示
す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 は 、 窒 化 ホ ウ 素 を 立 方 晶 状 に 結 晶 化 し た も の で あ
り 、 剛 性 及 び 耐 磨 耗 性 に 優 れ た 砥 粒 で あ る 。 ま た 、 ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド は 、 耐 熱 性 に 優
れ 、 研 削 送 り 速 度 を 速 め た 高 能 率 研 削 に 適 し た 結 合 剤 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の 背 景 技 術 は 、 一 般 的 な 事 項 で あ り 、 本 願 出 願 人 は 、 出 願 時 に お い て 、 こ の 背 景 技
術 を 特 定 す る 記 載 が な さ れ た 文 献 を 特 に 知 見 し て い な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 は 、 そ の 表 面 の 大 部 分 が 、 結 晶 構 造 の 面 を 特 定 す る た め に
用 い ら れ る ミ ラ ー 指 数 で 示 す （ １ ０ ０ ） 面 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の （ １ ０ ０ ） 面 は 、 Ｃ
Ｂ Ｎ 結 晶 の 劈 開 面 で あ る こ と か ら 、 Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 は 、 自 体 に 劈 開 破 壊 が 生 じ 難 く 、 剛 性 の 高
い 砥 粒 と な っ て い る 。 ま た 、 破 壊 が 生 じ る 際 に は 、 劈 開 面 で あ る 新 た な （ １ ０ ０ ） 面 が 露
呈 さ れ る よ う に 大 き く 割 れ る た め 、 ツ ル ー イ ン グ に よ っ て 、 良 好 な 切 れ 味 の 刃 先 を 再 生 す
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る こ と が で き る も の で あ る 。 な お 、 破 壊 が 生 じ る 際 に 大 き く 割 れ る 特 性 を 、 「 劈 開 性 が 高
い 」 と 称 さ れ 、 従 来 の Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 は 、 劈 開 性 に 優 れ る 砥 粒 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 Ｃ Ｂ Ｎ 結 晶 の （ １ ０ ０ ） 面 は 、 結 合 剤 の 濡 れ 性 が 悪 く 、 結 合 剤 と の 結 合
力 が 弱 い た め 、 従 来 の Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 で は 、 砥 石 と し た 場 合 に 、 結 合 剤 か ら 脱 落 し 易 い と い っ
た 問 題 が あ っ た 。 特 に 、 研 削 送 り 速 度 を 速 め た 高 能 率 研 削 を 行 う 場 合 に は 、 砥 粒 に 高 負 荷
が 加 わ る た め 、 砥 粒 が 脱 落 し 易 い と い っ た 問 題 が 顕 著 に 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 実 状 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 に 優 れ る
ば か り で な く 、 結 合 剤 に 堅 固 に 固 定 す る こ と が で き る 砥 粒 の 提 供 を 課 題 と す る 。 ま た 、 こ
の 砥 粒 を 用 い た 砥 石 で あ っ て 、 結 合 剤 か ら 砥 粒 が 脱 落 し 難 く 、 高 能 率 研 削 に 適 し た 砥 石 の
提 供 を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 採 っ た 主 要 な 手 段 は 、
「 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ５ μ ｍ の 平 滑 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占
め 、
　 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ ６ ～ ０ ． ２ ０ μ ｍ の 粗 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め
る
こ と を 特 徴 と す る 砥 粒 」
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ５ μ ｍ の 平 滑 面 は 、 砥 粒 と し て の 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び
劈 開 性 を 確 保 す る た め に 必 要 な 面 で あ る 。 そ こ で 、 平 滑 面 の 占 有 面 積 を 、 表 面 積 全 体 の 少
な く と も ３ ０ ％ と す る 。 こ れ に よ り 、 砥 粒 と し て の 良 好 な 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 を 得
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ ６ ～ ０ ． ２ ０ μ ｍ の 粗 面 は 、 上 述 の 平 滑 面 に 比 し て 粗 く 、
結 合 剤 の 濡 れ 性 が 高 い 面 で あ る 。 そ こ で 、 粗 面 の 占 有 面 積 を 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３
０ ％ と す る 。 こ れ に よ り 、 結 合 剤 に 堅 固 に 固 定 す る こ と の で き る 砥 粒 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 砥 粒 の 表 面 と し て 平 滑 面 及 び 粗 面 を 形 成 す る た め に は 、 砥 粒 が 種 々 の 分 子 の 結 晶
化 に よ り 形 成 さ れ る 場 合 に 、 分 子 の 結 晶 化 に 際 し て 、 上 記 の よ う な 平 滑 面 及 び 粗 面 が 夫 々
露 呈 し た 表 面 と な る よ う に 分 子 を 結 晶 化 す れ ば よ い 。 ま た 、 こ れ に 限 ら ず 、 表 面 全 体 が 平
滑 面 と な っ た 砥 粒 に 対 し て 、 ダ イ ヤ モ ン ド 粉 末 に よ る ブ ラ ス ト 加 工 、 薬 剤 に よ る エ ッ チ ン
グ 加 工 、 レ ー ザ 加 工 、 プ ラ ズ マ 加 工 等 、 種 々 の 加 工 に よ っ て 、 平 滑 面 の 一 部 を 粗 化 す る こ
と で 、 粗 面 を 形 成 し て も よ い 。 逆 に 、 表 面 全 体 が 粗 面 と な っ た 砥 粒 に 対 し て 、 上 述 の 種 々
の 加 工 に よ っ て 、 粗 面 の 一 部 を 平 滑 化 す る こ と で 、 平 滑 面 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 採 っ た 主 要 な 手 段 は 、
「 砥 粒 が 、 Ｃ Ｂ Ｎ （ 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 ） に よ り 形 成 さ れ 、 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ １ ～ ０ ．
０ ５ μ ｍ の 平 滑 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め 、 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ ６ ～ ０
２ ０ μ ｍ の 粗 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め る 砥 粒 で あ り 、
　 結 合 剤 が 、 ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド で あ る
こ と を 特 徴 と す る 砥 石 」
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 砥 粒 と し て 、 上 記 の 通 り 、 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 に 優 れ る ば か り で な く 、 結 合 剤 に
堅 固 に 固 定 す る こ と が で き る 砥 粒 を 用 い て お り 、 し か も 、 砥 粒 と し て 、 Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 を 用 い
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、 結 合 剤 と し て ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド を 用 い る こ と で 、 高 能 率 研 削 に 適 し た 砥 石 と す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 採 っ た 主 要 な 手 段 は 、
「 Ｃ Ｂ Ｎ （ 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 ） に よ り 形 成 さ れ 、
　 ミ ラ ー 指 数 で 示 す （ １ ０ ０ ） 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め 、
　 ミ ラ ー 指 数 で 示 す （ １ １ １ ） 面 が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め る
こ と を 特 徴 と す る 砥 粒 」
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 に お け る （ １ ０ ０ ） 面 は 、 砥 粒 と し て の 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 を 確 保 す
る た め に 必 要 な 面 で あ る 。 そ こ で 、 （ １ ０ ０ ） 面 の 占 有 面 積 を 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も
３ ０ ％ と す る 。 こ れ に よ り 、 砥 粒 と し て の 良 好 な 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 に お け る （ １ １ １ ） 面 は 、 上 述 の （ １ ０ ０ ） 面 に 比 し て 剛 性 、 耐 磨 耗
性 及 び 劈 開 性 に 劣 る も の の 結 合 剤 の 濡 れ 性 が 高 い 面 で あ る 。 そ こ で 、 （ １ １ １ ） 面 の 占 有
面 積 を 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ と す る 。 こ れ に よ り 、 結 合 剤 に 堅 固 に 固 定 す る こ
と の で き る 砥 粒 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 砥 粒 の 表 面 と し て （ １ ０ ０ ） 面 及 び （ １ １ １ ） 面 を 露 呈 さ せ る た め に は 、 Ｃ Ｂ Ｎ
結 晶 の 結 晶 化 に 際 し て 、 （ １ ０ ０ ） 面 及 び （ １ １ １ ） 面 が 夫 々 露 呈 さ れ る よ う に 結 晶 化 す
れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 採 っ た 主 要 な 手 段 は 、
「 砥 粒 が 、 Ｃ Ｂ Ｎ （ 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 ） に よ り 形 成 さ れ 、 ミ ラ ー 指 数 で 示 す （ １ ０ ０ ） 面
が 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め 、 ミ ラ ー 指 数 で 示 す （ １ １ １ ） 面 が 表 面 積 全 体 の
少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め る 砥 粒 で あ り 、
　 結 合 剤 が 、 ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド で あ る
こ と を 特 徴 と す る 砥 石 」
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 砥 粒 と し て 、 上 記 の 通 り 、 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 に 優 れ る ば か り で な く 、 結 合 剤 に
堅 固 に 固 定 す る こ と が で き る Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 を 用 い て お り 、 し か も 、 結 合 剤 と し て ビ ト リ フ ァ
イ ド ボ ン ド を 用 い る こ と で 、 高 能 率 研 削 に 適 し た 砥 石 と す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 述 の 通 り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 に 優 れ る ば か り で な く 、 結 合
剤 に 堅 固 に 固 定 す る こ と が で き る 砥 粒 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 砥 粒 を 用 い た
砥 石 で あ っ て 、 結 合 剤 か ら 砥 粒 が 脱 落 し 難 く 、 高 能 率 研 削 に 適 し た 砥 石 を 提 供 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 砥 粒 及 び 砥 石 の 実 施 形 態 の 一 例 を 、 図 面 に 従 っ て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 砥 粒 １ ０ は 、 Ｃ Ｂ Ｎ 結 晶 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 砥 粒 １ ０
の 表 面 は 、 結 晶 構 造 の 面 を 特 定 す る た め に 用 い ら れ る ミ ラ ー 指 数 に て 示 す （ １ ０ ０ ） 面 １
１ 、 （ １ １ １ ） 面 １ ２ 、 及 び 、 （ １ １ ０ ） 面 や 欠 け 等 の 損 傷 を 生 じ た そ の 他 の 面 １ ３ に よ
り 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 （ １ ０ ０ ） 面 １ １ は 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め
て お り 、 （ １ １ １ ） 面 １ ２ は 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を 占 め て い る 。 ま た 、 （ １
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０ ０ ） 面 １ １ は 、 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ５ μ ｍ 、 よ り 具 体 的 に は 、 Ｒ ａ ０ ． ０
２ ～ ０ ． ４ ０ μ ｍ の 平 滑 面 と な っ て お り 、 （ １ １ １ ） 面 １ ２ は 、 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ ６
～ ０ ． ２ ０ μ ｍ 、 よ り 具 体 的 に は 、 Ｒ ａ ０ ． １ ０ ～ ０ ． １ ５ μ ｍ の 粗 面 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 平 滑 面 で あ る Ｃ Ｂ Ｎ 結 晶 の （ １ ０ ０ ） 面 １ １ は 、 優 れ た 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 を 得
る こ と が で き る 面 で あ る 。 そ し て 、 こ の 砥 粒 １ ０ で は 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ が
平 滑 面 で あ る （ １ ０ ０ ） 面 １ １ に よ り 構 成 さ れ て い る こ と か ら 、 砥 粒 １ ０ と し て の 良 好 な
剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 Ｃ Ｂ Ｎ 結 晶 に お い て 、 平 滑 面 で あ る （ １ ０ ０ ） 面 １ １ は 、 結 合 剤 に 対 し て 濡 れ 性
が 悪 い 面 で あ る が 、 粗 面 で あ る （ １ １ １ ） 面 １ ２ は 、 結 合 剤 に 対 し て 濡 れ 性 の よ い 面 で あ
る 。 例 え ば 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 平 滑 面 で あ る （ １ ０ ０ ） 面 １ ０ は 、 結 合 剤 ２ １ で
あ る ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド と の 接 触 角 度 が １ １ ５ ° 程 度 （ 角 度 Ｂ 参 照 ） で 、 濡 れ 性 に 劣 る
の に 対 し て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 粗 面 で あ る （ １ １ １ ） 面 １ ２ は 、 結 合 剤 ２ １ で あ
る ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド と の 接 触 角 度 が ２ ５ ° 程 度 （ 角 度 Ａ 参 照 ） で 、 濡 れ 性 に 優 れ る 。
そ し て 、 こ の 砥 粒 １ ０ で は 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ が 粗 面 で あ る （ １ １ １ ） 面 １
２ に よ り 構 成 さ れ て い る こ と か ら 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 多 数 の 砥 粒 １ ０ を 結 合 剤 ２ １ に よ
り 結 合 さ せ て 砥 石 ２ ０ を 形 成 し た 場 合 に 、 砥 粒 １ ０ の 粗 面 で あ る （ １ １ １ ） 面 １ ２ が 結 合
剤 ２ １ に 堅 固 に 固 定 さ れ て 、 結 合 剤 ２ １ か ら 脱 落 し 難 い 砥 石 ２ ０ と す る こ と が で き る 。 そ
し て 、 こ の よ う な 砥 石 ２ ０ は 、 そ の 砥 粒 １ ０ が 、 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 に 優 れ 、 し か
も 、 脱 落 し 難 い こ と か ら 、 高 能 率 研 削 に 適 し た 砥 石 ２ ０ と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｂ Ｎ 結 晶 の （ １ １ １ ） 面 １ ２ は 、 （ １ ０ ０ ） 面 １ １ よ り も 高 い 突 起 を 有 す る 面
で あ る 。 具 体 的 に は 、 （ １ ０ ０ ） 面 １ １ の 突 起 の 高 さ は 、 最 高 値 が Ｒ ｙ ０ ． １ ０ ０ ～ ０ ．
２ ０ ０ μ ｍ 程 度 （ 実 測 値 ： Ｒ ｙ ０ ． １ ７ ０ μ ｍ ） で あ る の に 対 し て 、 （ １ １ １ ） 面 １ ２ の
突 起 の 高 さ は 、 最 高 値 が Ｒ ｙ １ ． ０ ０ ０ ～ ２ ． ０ ０ ０ μ ｍ 程 度 （ 実 測 値 ： Ｒ ｙ １ ． ６ ４ ０
μ ｍ ） で あ る 。 よ っ て 、 砥 粒 １ ０ の 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ を （ １ １ １ ） 面 １ ２ と
す る こ と で 、 （ １ １ １ ） 面 １ ２ の 突 起 を 、 結 合 剤 ２ １ に 対 す る ア ン カ ー と し て 確 実 に 機 能
さ せ る こ と が で き 、 砥 粒 １ ０ を 結 合 剤 ２ １ か ら 、 よ り 一 層 、 脱 落 し 難 く す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 砥 粒 １ ０ を 用 い て 砥 石 ２ ０ を 形 成 す る 場 合 に は 、 例 え ば 、 上 記 砥 粒 １ ０
と 、 ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド 等 の 適 宜 の 結 合 剤 ２ １ と を 用 い て 所 望 の 形 状 に 成 形 し て 焼 成 す
れ ば よ い 。 こ こ で 、 鋼 材 等 に よ り 円 盤 状 に 形 成 さ れ た 基 盤 の 外 周 面 に 砥 石 ２ ０ を 接 着 す る
こ と で 、 外 周 面 に 砥 石 ２ ０ 、 特 に 、 そ の 砥 粒 １ ０ が 、 剛 性 、 耐 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 に 優 れ 、
し か も 、 脱 落 し 難 い と い っ た 高 能 率 研 削 に 適 し た 砥 石 ２ ０ を 有 す る 砥 石 車 を 形 成 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 砥 石 ２ ０ を 形 成 す る た め の 全 て の 砥 粒 と し て 、 本 発 明 の 各 種 要 件 を 全 て 満 た し た 砥 粒 １
０ を 用 い る こ と が 望 ま し い の で あ る が 、 本 発 明 の 各 種 要 件 を 満 た さ な い 砥 粒 が 多 少 混 在 し
て い て も 、 高 能 率 研 削 に 適 し た 砥 石 と す る こ と は で き る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 各 種 要 件 を 充
足 す る 砥 粒 １ ０ が 、 全 体 の ５ ０ ％ 以 上 、 好 ま し く は ７ ０ ％ 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は ９ ０ ％
以 上 存 在 す れ ば 、 高 能 率 研 削 に 適 し た 砥 石 ２ ０ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 １ つ の 砥 石 ２ ０ を 形 成 す る た め に 用 い る 砥 粒 １ ０ 全 体 の 平 均 値 と し て 、 本 発 明 の
各 種 要 件 を 設 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 １ つ の 砥 粒 １ ０ の 表 面 に つ い て 、 平 滑 面 で あ る （ １ ０ ０ ） 面 １ １ ま た は 粗 面 で
あ る （ １ １ １ ） 面 １ ２ の 一 方 が 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ５ ０ ％ 、 ６ ０ ％ 或 い は ７ ０ ％ と
い っ た よ う に 、 表 面 積 全 体 の 半 分 以 上 を 占 め る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 砥 粒 １
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０ の 表 面 積 全 体 の 残 余 が 、 平 滑 面 で あ る （ １ ０ ０ ） 面 １ １ ま た は 粗 面 で あ る （ １ １ １ ） 面
１ ２ の 他 方 に よ っ て 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ が 占 め ら れ る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 最 後 に 、 本 発 明 に 係 る 砥 石 と 、 従 来 の 砥 石 と の 比 較 例 を 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の
比 較 例 で は 、 ＃ １ ２ ０ の Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 を 用 い て 、 ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド を 結 合 剤 と し て 、 Ｃ
（ 集 中 度 ） ＝ ２ ０ ０ に て 砥 石 を 製 作 し た 。 こ こ で 、 本 発 明 に 係 る 砥 石 で は 、 上 述 の 通 り 構
成 さ れ た 本 発 明 に 係 る 砥 粒 を 用 い 、 従 来 の 砥 石 で は 、 表 面 の 大 部 分 が 、 （ １ ０ ０ ） 面 か ら
構 成 さ れ 、 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ５ μ ｍ と な っ た 砥 粒 を 用 い た 。 ま た 、 Ｓ Ｃ ｒ
４ ２ ０ の 浸 炭 焼 入 れ 材 で 表 面 固 さ が Ｈ Ｒ Ｃ ６ ０ で あ る ワ ー ク を 対 象 と し て 、 砥 石 周 速 度 を
１ ２ ０ ｍ ／ ｓ 、 研 削 能 率 を ３ ７ ｍ ｍ ３ ／ ｍ ｍ ・ ｓ に 設 定 し て 、 円 筒 研 削 盤 に て 、 研 削 量 と
し て ３ ０ ０ ０ ０ ｍ ｍ ３ ／ ｍ ｍ ま で の 円 筒 プ ラ ン ジ 研 削 加 工 を 行 っ た 。 さ ら に 、 ク ー ラ ン ト
と し て は 、 エ マ ル ジ ョ ン を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 来 の 砥 石 で は 、 ワ ー ク の 表 面 粗 さ の 加 工 精 度 が 、 加 工 当 初 か ら １ ５ ％ 程 度 、 低 下 し た
の に 対 し て 、 本 発 明 に 係 る 砥 石 で は 、 加 工 当 初 か ら ５ ％ 程 度 し か 低 下 せ ず 、 高 度 な 加 工 精
度 を 維 持 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 砥 石 の 摩 耗 量 に つ い て 、 本 発 明 に 係 る 砥 石 で は 、 従 来 の 砥 石 に 比 し て 、 ２ ０ ％ 程
度 、 砥 石 の 摩 耗 量 を 減 少 さ せ る こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 砥 粒 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 、 （ １ １ １ ） 面 と 結 合 剤 と の 濡 れ 性 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 （
１ ０ ０ ） 面 と 結 合 剤 と の 濡 れ 性 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ０ 　 砥 粒
　 １ １ 　 平 滑 面 （ （ １ ０ ０ ） 面 ）
　 １ ２ 　 粗 面 （ （ １ １ １ ） 面 ）
　 １ ３ 　 そ の 他 の 面
　 ２ ０ 　 砥 石
　 ２ １ 　 結 合 剤
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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